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販売元の日本メジフィジックス社  DaTView と
いうソフトウエアを使用している。定量値 SBR
（Specific Binding Ratio）は次の式にて算出さ


























































Ⅲ．対 象 ・ 方 法 
 
 当院で 2014年 4月~8月までに実施した 14例
Fig.1-a 正常例 Fig.1-b DLB Fig.1-c PD 
Fig.2 SPECT 処理 3 軸の角度設定画面 
 3 
のイオフルパンシンチの検査データに於いて、画
像診断上で Normal、PD、DLB と診断された 3
例を抽出し、核医学 SPECT検査を担当する診療












ジフィジックス社 DaTViewで SPECT DATAを
解析し、定量値 SBRを比較した。 
 
Ⅳ．結   果 
 
 SPECT処理にて 3軸の角度補正を行うが、各














準」の軸は、Transverse 方向では最大 3 度、
Coronal方向では最大 2.89度、Sagital方向では
最大で 11.7 度の差が生じていた。（Table 1）4
名の技師が設定した各軸の「最大誤差」は
Transverse方向で7度、Coronal方向で8.89度、







































Normal 1  (0.5) 0.99  (0.43) 11.7  (4.31)
DLB 3  (1.12) 2.89  (1.08) 2  (0.81)




Normal 7 7.29 23.9
DLB 6 8.89 14.33
PD 7 4.94 23.7
Fig.4a Normal 症例 






































































で 2.08 、2.56へ変化し、最大で 14.8%の変動が




Ⅴ．考   察 
 
ドパミントランスポータシンチグラフィーに 
Fig.4b Normal 症例 
Sagital 方向 上：+15.8°中：0°下：-8.1° 
Fig.5a PD 症例 
   Coronal 方向 上：+2.9°中：0°下：-2° 
Fig.5b PD 症例 
   Sagital 方向 上：+5.2°中：0°下：-5.5° 
Table 3　基準画像と最大誤差画像のAI値(%)
Transverse(-) Transverse(+) Coronal(-) Coronal(+)
Normal 0.4 4.3 1.7 1.4 3.7
DLB 3.7 4.8 5.9 4.9 2.6
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Fig.6　Sagital軸設定の角度差によるSBRの変動
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